
 入学式から約２か月が過ぎ、学校生活にも慣れ始めてきた、元気いっぱいの１年生。小学部のお兄さん、お姉

さんたち全員で、５月２０日（水）に「一年生を迎える会」を行いました。司会は６年生の代表児童が、みんな

に聞きやすい声で、しっかり行いました。（裏面に続く） 

 

 

 

「進路選択に思う」 

                                  教頭 菅野 真理 

令和８年度が始まってはや２か月が過ぎようとしています。 

先日まで行われた個人面談では、保護者の皆様におかれましては、お忙しい中御来校くださり、ありがとう

ございました。いただいた御意見や話し合った内容をもとに、子供たちの健やかな成長に向け、教職員一同、

一丸となって取り組んでまいります。 

さて、現在、高等部第３学年では現場実習が行われています。現場実習とは、授業で学んだことを実際の職

場や施設で実践し、働く習慣や働く意味、職場でのきまりやコミュニケーション、職業人として必要なスキル

やマナーを学ぶ就業体験のことです。現場実習では、学校での学習だけでは得られない実際の職場の雰囲気を

体感したり、自身の能力や体力が、その職種や環境に適しているかを確かめたりすることができます。本校の

生徒たちは、緊張しながらも、それぞれの目標に向かって真剣に実習に取り組んでいます。高等部第２学年に

おいても、６月から実習が始まります。現場実習は、高等部の生徒たちにとって、また保護者の皆様や教職員

にとっても、今後の進路選択に大きく関わる大変重要な学びの機会です。 

義務教育段階における進路選択について、日本では学区制が導入されており、多くの場合、地域の小・中学

校へ進学します。一方、私が３年間過ごしたオーストリアでは、保護者が学校を選び、学校との面談を経て入

学を申請します。ウィーン市街からウィーンの公立学校へ通っている児童も多いそうです。しかし、希望すれ

ば必ず入学できるわけではなく、場合によっては別の学校を探すこともあります。 

オーストリアでは、小学校入学前の準備期間として、「キンダーガルテン」と呼ばれる幼稚園に通うことが

義務付けられています。その後、６歳になった９月から４年間、小学校（フォルクスシューレ）に通います。

担任は、異動などがなければ卒業まで同じです。そして、日本でいう小学５年生に当たる１０歳の段階で、「ギ

ムナジウム」又は「ノイエ・ミッテルシューレ」へと進路が分かれます。 

ギムナジウムは８年間（初等科４年、高等科４年）の一貫した教育課程をもち、卒業試験である「マトゥー

ラ」に合格すると大学進学への道が開かれます。学校ごとに文系、理数系、芸術系、音楽系、スポーツ系など

特色があり、専門性を深めていきます。一方、ノイエ・ミッテルシューレは４年間の課程で、卒業後は専門学

校や商業高校、農業高校などへ進学し、その後就職する生徒が多く見られます。また、ギムナジウムの高等科

へ進学することも可能です。どちらの進路に進むかは学業成績が大きく関係するため、子供たちは小学校入学

後の早い段階から、成績を意識して生活しています。 

国は違っても、子供たちにとって進路選択が大きな課題であることに変わりはありません。自分の得意なこ

とや好きなこと、将来どのように生きていきたいかを考えながら、自分らしい道を選択していくことは、決し

て簡単なことではありません。だからこそ、子供たちの思いや可能性に寄り添いながら、一人一人が安心して

挑戦し、自分の進路を考えられる環境を整えていくことが大切だと考えています。 

現場実習をはじめとする様々な学習活動を通して、子供たちが自分の力に気付き、自信を深め、将来への希

望を持てるよう、今後も御家庭と連携しながら支援してまいります。引き続き、御理解と御協力をよろしくお

願いいたします。 

 

小学部の授業から～特別活動「１年生を迎える会」 
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会場は、先輩たちがそれぞれ制作した、チューリップ

やちょうちょうをモチーフにした飾りや、ガーランドを

用いて、華やかに飾られていました。 

 １年生は緊張しながらも自己紹介を行い、ほっとして

いました。その後、小学部全員で「エビカニクス」を踊

り、盛り上がりました。最後は先輩たちとハイタッチな

どをして、すっかりみんな仲よくなりました。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会が開かれました 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

おしらせ 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事 

１ 月 
視力検査（小） 

現場実習（高：産業技術科３） 

２ 火 視力検査予備日（全） 

３ 水 学校見学会（高：普通科）① 

４ 木 学校見学会（高：普通科）② 

５ 金 
学校見学会（高：産業技術科）④ 
校外学習（中3B） 

６ 土 学校見学会（高：産業技術科）⑤ 

７ 日  

８ 月 

現場実習（高２：普通科、産業技術科） 
校内実習（高１） 
 聴力検査（小１，２，３，５） 

ALT（中①） 
    寄宿舎生保護者見学①（高：産） 

９ 火  

１０ 水 校外学習（中３A） 

１１ 木 校外学習（中２） 

１２ 金 

学校見学会（小中）① 

聴力検査予備日 

どまカフェ（テイクアウト）② 

巡回指導医訪問① 

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月  

１６ 火  

１７ 水 校外学習（中１）① 

１８ 木 校外学習（中１）② 

１９ 金 学校見学会（小中）② 

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月 介護等体験実習① 

２３ 火  

２４ 水 
どまカフェ（ランチ）④ 

進路研修会（小中の保護者） 

２５ 木 進路研修会（高：普通科の保護者） 

２６ 金 

進路研修会（高：産業技術科の保護者） 

地域の支援機関学習会 

（高：産３＋保護者） 

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月 教育実習（～７/１０） 

３０ 火   

 

６月の行事予定 

５月１３日（水）今年度初めての学校運営協

議会（コミュニティスクール）が開催されまし

た。学校運営協議会の委員は、本校職員と地域

の皆様、保護者の方で構成しています。地域の

委員の皆様には、昨年度から引き続き委員を引

き受けていただきました。更に今年度は、湯元

地区連合町内会の新会長、惠美様、ホテルニュ

ー水戸屋の女将でいらっしゃる山尾様のお二

方にも新たに委員として加わっていただきま

した。 

会議では、今年度の運営について活発な話し

合いが繰り広げられました。特に、「保護者の

皆様が学校や秋保地域にどんなことを期待し

ているのかをより明確にし、その実現に向けて

取り組んで行きたい。」ということが挙げられ

ました。子供たちにとってより良い学習環境の

実現を目指していく上で、保護者の皆様にも意

見を伺い、「秋保で勉強できて良かった。」「卒

業しても秋保に行きたい。」と思える学校運営

協議会を進めていきます。 

６月７日（日）、仙台市中心部で行われる、とっておき

の音楽祭に、高等部のダンス部が出演します。ステージ

は、NHK仙台放送 

局前。出演時間は 

１４：１５～ 

１４：３５です。 

是非、会場へ！ 


